
 

 

 

 

 

（１）  本年度のＮＩＥ活動の概要 

本校では、全校研究テーマ「主体的に問いや願いを立て、協働的な学びを通して課題に挑

戦する児童の育成」を受け、重点研究部会の中に「ＮＩＥ・総合」部会を立ち上げた。部会

研究テーマ「探究的な学びにおけるＮＩＥの活用のあり方」のもと、実践を重ねるべく研究

をスタートさせた。本年度取り組みたいこととして以下の５つを考えた。 

①児童の発達段階に応じた学習活動をピックアップし、活動テーマを設定する 

②単元や授業において、新聞（NIE）の効果的な活用方法やタイミングを探る 

③担当学年・教科等で、新聞が活用できる場面を考え授業実践を行い、蓄積する 

  ④信毎学習支援サイト「シンマイ EGG」の活用を中心に、学校職員全体で研修機会をもつ 

⑤NIE（新聞）コーナーを設置し、図書館との連携を図る 

  低・中・高学年それぞれにおいて授業を行い、新聞活用の方法やタイミングについて実践

を重ねることができた。子どもたちが新聞をより身近に感じることができ、学習に生かすこ

とができるという意識が持てたと思う。一方、研究指定校として多くの新聞や学習支援サイ

トを利用できる環境だからこその成果といえる面もある。今後も新聞の活用方法の追究と児

童が新聞にふれる環境づくりを進めていきたい。 

 

（２）  本年度のＮＩＥ活動をはじめる前の状況 

本校は、全校児童６７９名、学級数２６（うち特別支援学級５）である。家庭での新聞購

読など、児童が実際に新聞を手に取って読むことは少なく、新聞に接する機会が乏しい実態

がうかがえる。その中で５年生は、日々の宿題として「こども新聞」の読み取りに取り組ん

でおり、簡単な言葉で書かれた記事を読むことを日常的に続けている。また、学校で「こど

も新聞」を購読し、図書館に閲覧台を設置するなどしているが、教師が授業で新聞を扱うこ

とも含めて、積極的に活用してきたわけではなかった。 

 

（３）  ＮＩＥ活動の狙い（育てたい力） 

 ・新聞を身近に感じ、自分の生活に関わることや社会の動きを知る手段として新聞を活用し

ていく意欲を育てたい。 

・新聞を活用することによって、児童が自ら「問い」や「願い」を立て、追究し続けること

のできる探究の学びにつなげたい。 

 

（４）  公開授業以外のＮＩＥの取り組みの状況 

 ①ＮＩＥコーナーの設置 

各社の新聞を閲覧できるコーナーを設置して、新聞に親しむ機会を増やした。 

 ②職員研修 

  信濃毎日新聞社から講師を招いて、学習支援サイト「シンマイ EGG」の活用を中心に、学

校職員全体で研修の機会をもった。 

探究的な学びにおけるＮＩＥの活用のあり方 

指定校１年次 上田市立神科小学校 北川原 勉 宮崎 彩夏 



 

 ③授業実践 

 学年 教科・領域等 ねらい・主眼 

１ ２年生 生活科 

「気になる写真を

選んでみよう」 

新聞を見て「お気に入りの 1 枚」を選び、その写真に「タイトル

をつける」、「その理由を書く」ことができる。活動を通し記事の

中身について想像することそのものを楽しんだり、記事の中身を

想像したりして、新聞にふれるきっかけができる。 

２ ４年生 国語 

「新聞を作ろう」 

長野見学でメモをとったことをもとにして、それぞれの記事で伝

えたいことを考えて新聞を作ることができる。 

（信毎さんの出前授業で、新聞の書き方を教えていただいた。） 

３ ６年生  総合的な

学習の時間 

「自分史を作ろう」 

自らの成長の軌跡を当時の新聞記事等の記録と関連付けて振り

返る活動を通し、個人の歩みが常に社会の動きと共にあることを

自覚するとともに、自己を支える人々への感謝や、未来の社会に

おいて主体的に生きようとする意欲を育む。 

 

（５）  公開授業などの活動内容 

１ 単元名 ５年生 国語「生活の中で読もう『新聞を読もう』」  

             ～情報を整理し読み手の立場に立って伝える文章を書こう～ 

２ 単元設定の理由 

５年３組の児童は、これまで教科書の説明文を中心に、文章の構造を分析して要点をまと

める学習を行ってきている。また、「書くこと」の学習において、手紙や紹介文を通して「誰

に伝えるか」によって言葉遣いや構成を考えたり、説得力や伝える力を高めたりする工夫に

ついて学んできている。現在、毎日の宿題として「こども新聞」の読み取りに取り組んでお

り、簡単な言葉で書かれた記事を読み取ることを日常的に続けている。しかし、大人向けの

新聞は目にする機会はあまりなく、内容を意識して読み取る経験も少ない。自分が選んだ興

味のある記事や２年生が喜んでくれそうな記事をペア学年の２年生に紹介するという活動を

通して、記事の要旨を正確にとらえるようにしたい。また、新聞記事を読み、要旨をまとめ

て２年生に紹介することを通して、新聞を身近に感じ、自分の生活に関わることや社会の動

きを知る手段として新聞を活用していく意欲を育てたい。 

本単元は、興味をもった新聞記事を読み、書かれた内容を低学年児童にわかりやすく書き

直す学習である。前段階として、新聞の構成や特徴について学ぶ。その後、記事を比較して

読むことを通して、論の進め方などに着目し記事の文章を読み取る力を身につけるようにし

たい。さらに、とらえた要旨や要点をもとに低学年児童にもわかる文章に書き直す活動を行

う。身近にある情報媒体として新聞を題材にして、自分の言葉を使って、なおかつ伝える相

手が具体的になることでより自分事として主体的に学びに向かうことができる。また、ペア

での相互評価や推敲のアドバイスをしあう活動をすることで、別の考え方にふれ、自分の考

えを深めることができると考える。さらに、低学年児童の国語の力や興味・関心など、読み

手の実態を考えることを出発点とし、友だちと書いた文章を読み合ったり、実際に読み聞か

せ合ったりする機会を設けることで、自ら問い直す探究の学びにつなげることも期待できる。 

以上のことから、とらえた要旨や要点を整理し、相手を意識した文章を書くことによって



 

「目的に応じて必要な情報を見つけ、自分の考えが伝わるように書き表し方を工夫する力」

が育っていくと考え、本単元を設定した。 

３ 単元の目標 

（１）文章の構成や、文章の種類とその特徴について理解している。 

【知識および技能】（１）カ 

（２）目的や意図に応じて簡単に書いたり詳しく書いたりするとともに、事実と感想、意見と

を区別して書いたりするなど、自分の考えが伝わるように書き表し方を工夫することが

できる。 

【思考力・判断力・表現力等】Ｂ（１）ウ 

（３）事実と感想、意見などとの関係を叙述を基に押さえ、文章全体の構成を捉えて要旨を把

握することができる。          【思考力・判断力・表現力等】Ｃ（１）ア 

（４）新聞記事からさまざまな情報を読み取ることに関心をもち、言葉を適切に選んで、工夫

して表現しようとしている。       【学びに向かう力，人間性等】 

４ 単元の評価規準 

知識・技能 
思考・判断・表現 主体的に学習に取り組

む態度 書くこと 読むこと 

①文章の構成や、文章の

種類とその特徴につい

て理解している。 

②目的や意図に応じて

簡単に書くとともに，事

実と感想，意見とを区別

して書いたりするなど，

自分の考えが伝わるよ

うに書き表し方を工夫

している。 

③事実と感想，意見など

との関係を叙述を基に

押さえ，文章全体の構成

を捉えて要旨を把握し

ている。 

④新聞記事からさまざ

まな情報を読み取るこ

とに関心をもち、言葉を

適切に選んで、工夫して

表現しようとしている。 

５ 単元展開の大要（全６時間） 

時 〇学習活動 ・指導、支援 評価 その他 

１ 

○新聞記事の構成や

特徴を知り、要旨や

論の進め方などにつ

いて考える。 

・実際の紙面を見せながら、見出し・リード

文・本文等の新聞の構成や特徴を確認する。 

・気になる記事を選んで、見出しやリード文

からくわしい情報を読み取るようにする。 

① ・教科書 

・新聞 

２ 

○複数の記事を比較

して読み、必要な情

報を見つけたり、書

かれ方の違いについ

て考えたりする。 

・全国紙と地方紙の記事を読み、相違点を見

つけていく中で、書き手や読み手の立場の違

いや論の進め方について考えるよう促す。 

③ ・教科書 

・新聞 

３ 

○読み手を意識して

重要な情報を読み取

り、再構成する工夫

や方法を考える。 

・実際の紙面や新聞社Ｗｅｂアプリの検索機

能を使って、興味のある記事を探し、要旨や

要点をまとめるよう促す。 

・低学年児童に伝えるために文章の再構成を

促し、具体的な工夫や方法を確認する。 

③ ・新聞 

・シンマイ

ＥＧＧ 



 

４ 

○整理した要点をも

とに、構成を考えな

がら文章の下書きを

する。 

・低学年にわかりやすい文章にするための工

夫や方法に基づいて書き直すようにする。 

・記事の再構成ではあるが、自分が興味を持

った点や記事に対する感想を盛り込むよう促

す。 

② ・新聞 

・ロイロノ

ート 

５ 

本

時 

○文章を読み合い、

相互評価を通じて自

分の文章の改善点を

見つけて練り直す。 

・友だちが書いた記事の文章を読み、テキス

トカードを使ってよさや改善点を伝え合うよ

う促す。 

・友だちからのアドバイスや、工夫のポイン

トに基づいて、改めて自分の文章を練り直す

ようにする。 

② ・新聞 

・ロイロノ

ート 

６ 

○完成した記事を発

表しあい、情報の整

理と表現の工夫につ

いてふりかえる。 

・できあがった文章（記事）をお互いに発表

させ、低学年に伝わるものになっているかを

確認する。 

・情報の整理の仕方や、わかりやすい文章に

書き直す工夫についてふりかえるよう促す。 

④ ・ロイロノ

ート 

６ 本時案 

（１）  主眼（全６時間扱いの第５時） 

第１・２時で新聞の構成の特徴を学んだ子どもたちが、身近な地方紙の中から興味のある

記事を選び、ペア学年の２年生向けの子ども新聞を作る場面で、友だちどうしで書いた文章

を読み合い、お互いにアドバイスし合うことを通して、読み手の立場になって伝える文章を

作ることができる。 

（２）  展開 

段階 学習活動 ○発問・予想される児童の反応 ・指導 評価 備考 時間 

導 

入 

 

１．前時の活動

を振り返り、本

時の見通しを

もつ。 

 

 

 

 

２．本時のめあ

てを確認する。 

 

 

 

〇前回、どんな学習をしまし

たか。 

・ペア学級の２年生に紹介し

たい新聞記事を選んだな。 

・５Ｗ１Ｈや記事で伝えたい

ことをまとめたな。 

・２年生にもわかりやすくな

ったかな。 

〇友だちが選んだ記事やまと

めを読み合い、２年生に伝わ

りやすいかアドバイスをしあ

いましょう。 

・友だちの記事やまとめはど

んなことが書いてあるのか

な。 

・どんなことをアドバイスし 

・前時までに、自分た

ちで選んだ記事につ

いて、どんなことに気

を付けて記事をまと

めたかを問う。 

 

 

 

・事前に決めたペアと

活動することを確認

する。 

・アドバイスの観点と

して、５Ｗ１Ｈや記事

の中で一番読者（２年

生）に伝えたいことを 

おさえたものである 

クロームブ

ック 

（シンマイ

ＥＧＧ）（ロ

イロノート

まとめシー

ト） 

５ 



 

  たらいいのかな。 ことを、確認する。 

・読む人に正しく伝わ

る文章の構成を意識

することを確認する。 

 

 

 

  

展 

開 

 

 

 

３．ペアの友だ

ちが選んだ記

事とまとめを

読み合う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．友だちのア

ドバイスを生

かして、記事を

推敲する。 

○一緒に取り組む児童同士の

共有ノートで、お互いの選ん

だ記事やまとめを読み合いま

しょう。 

・まず記事を読んでみよう。 

・記事の内容を理解しない

と、アドバイスはできないな。 

・友だちの選んだ記事はどん

なことを伝えたい記事なのか

な。 

・どんなことがまとめにあれ

ば伝えたいことがわかるのか

な。 

・この記事の要旨はこういう

ことなんじゃないかな。 

・こんな言い方はどうかな。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○アドバイスをもらったこと

を生かして書き直したり加え

たりしましょう。 

・１番伝えたい文を入れてみ

よう。 

・５Ｗ１Ｈの「どのように」が

読み取れる文をつけ加えてみ

よう。 

・ここの言葉の使い方をもっ

とわかりやすいように変えて

みよう。 

・ロイロノートにて、

共有ノートにそれぞ

れが投稿し、まず記事

について読み合う。 

・もとの記事と記事を

まとめたものを見比

べ、内容が妥当か、よ

りよい記事にできな

いかをアドバイスし

合うことを確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・言葉の言い換えの例

として、いくつかを例

示する。（「検討」→「考

える」など） 

・書き手の意図・読み

手の考えの意見交流

をする。 

・友だちからのアドバ

イスを生かして、要旨

のとらえ方や書き方

を新しく変えてよい

ことを伝える。 

クロームブ

ック 

（ロイロノ

ートの班の

共有ノート） 

アドバイス

カード（ロイ

ロノートの

テキスト） 

 

２０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

めあて 
友だちの記事を読んで、２年生にわかりやすい記事になるように 
アドバイスをし合おう。 

評価 

２年生向けの記事を、友だちの意

見を生かしながら、自分の考えが

伝わるように書き表し方を工夫

している。 

アドバイスのポイント（黒板に掲示） 

①５Ｗ１Ｈが入っているか 

②読み手に１番伝えたいことが書かれてい

るか 

③２年生が読める文章になっているか 

④記事をすすめる理由が書かれているか 



 

終 

末 

５．本時のまと

めをする。 

 

 

 

 

 

 

６．本時の学習

をふり返る。 

○話し合う前と後で、変わっ

たところはありますか。 

・伝えたいことの文を付け足

しました。 

・言葉の使い方で分かりづら

いものがあったので、分かり

やすくなるように直しまし

た。 

 

〇今日の学習で感じたこと・

自分の伝えたいことを相手に

伝わるように文章を工夫する

ことについて感想を書きまし

ょう。 

・話し合いを通して、

よりよくなったと思

う箇所について問う。 

 

 

 

 

 

 

・２～３人に指名す

る。 

 ５ 

 

 

 

 

 

 

 

５ 

７ 児童生徒の反応 

・あらかじめ２年生にとったアンケートをもとに、相手意識を持ちながら友だちと一緒にな

って伝わる文章づくりに意欲的に取り組んでいた。 

・記事から要点を抜き出しやすい「まとめシート」をうまく活用している姿がみられた。 

・記事の事実だけでなく、選んだ理由や感想を付け足すなど、記事の価値にふれることがで

きた。 

・子どもたちと記事を直すポイントを確認したが、漢字を平仮名に直すなど、表記の変換に

終始してしまう児童が多くみられた。 

 

（６）  １年間取り組んだ成果と課題 

本年度は、研究指定校１年目ということもあり、子どもたちの学習に新聞をどう活用させ

たらよいかを中心に研究を進めることにした。児童の発達段階に合わせて活動テーマを決め

だし、単元内での効果的な活用場面やタイミングについて、実践を重ねながら研究してきた。

国語科や生活科、総合的な学習の時間を中心に、子どもたちの主体的な学び・探究的な学び

を引き出すアプローチの１つとして、ある程度成果を見出すことができたと思う。子どもた

ちが自ら問いや願いをもって学習をより探究的に進めるためには、「新聞ありき」の学習にな

らないことや、新聞を活用する必要感をもたせることが不可欠になることも示唆された。ま

た、シンマイ EGG を利用することで、新聞づくりのフォーマットが容易に得られたり、デジ

タルアーカイブの活用が可能になったりして、学習の幅が大きく広げることができた。アナ

ログとしての紙面の活用や記事との出合いも大切にし、デジタルとアナログの両方が選択で

きる環境づくりを整えたい。これからも引き続き、効果的な活用場面について研究を深めて

いきたい。 


